執筆者紹介・編集後記・奥付 by unknown
－ 103 － 
執筆者紹介（掲載順） 
経営学部准教授  佐藤 康一郎 
経営学部准教授  佐々木 浩二 
経済学部教授  町田  俊彦 
研 究 参 与  飯田  謙一 
人間科学部教授  柴田  弘捷 
文 学 部 教 授  福島  義和 
 
〈編集後記〉 
今から 20 数年前、私が所属していた経済学部のゼミナールでは、ゼミ OB のカンパの助けを
得ながら毎年ゼミナール論集を印刷業者さんに頼んで発行していた。当時、マイコンやワープ
ロを持っているゼミ生はおらず、原稿は B5 サイズの 400 字詰め原稿用紙に手書きしていた。
現在では、容易にコピペができるが、当時はそんなことができなかったので、1 文字 1 行のズ
レが発生すると書き直しという大変な苦行があった。 
また、原稿用紙と印刷の書式には違いがあり、ゼミ生の原稿を一度すべてコピーし、それを
切り貼りして入稿し、印刷業者から送り返された原稿を校正するのが春休みの恒例行事であっ
た。これらの作業は結構煩雑で、各学年に数名いる編集担当とゼミ長や副ゼミ長が毎年担って
いた。おそらく、良くも悪くも現代の学生には味わえない貴重な体験をしたと思っている。 
その論集を読み返してみると、今以上にお粗末な駄文を綴っているのであるが、しっかりと
製本されたその論集は今でも宝物である。 
指導してくださった先生が天国に旅立たれてからもうすぐ 7 年になる。孝行したい時には親
はいないもので、内心忸怩たる思いで一杯である。その先生が 10 年にわたり社会科学研究所の
所長を務めていた縁もあり、今号を無事に発行できることがまずは孝行であろうと自分では
思っている。 
さて、先の印刷業者さんは、その先生の以前の職場にあった。先生とは長年にわたるお付き
合いがあり（50 年近くと聞いている）、それゆえ破格で（おそらく利益などなかったと思われ
る）論集を作っていただいていた。 
私がゼミの仲間と毎年通っていたその印刷業者さんは大学生からすると、とても奇妙な場所
にあった。霞ヶ関 3 丁目の中央合同庁舎第 4 号館である。大学生が中央省庁に行くことなど早々
あるものではない。 
10 年弱前になくなったが、中央合同庁舎第 4 号館には経済企画庁が入っており、その筆耕室
に印刷業者さんがあった。今でも東京メトロの国会議事堂前駅に降りるたびに、その頃のこと
を昨日のことのように思い出す。 
その印刷業者さんは佐藤印刷株式会社と言う。ここにも縁がある。 
（佐藤 康一郎） 
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